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令和５年度上半期財政事情の公表
行政評価の結果の公表
青森県中泊町と包括連携協定を締結
屋根雪下し及び除排雪費用助成のお知らせ
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中
秋
の
名
月
（
旧
暦
の
八
月

十
五
日
）
の
九
月
二
十
九
日

（
金
）、
い
つ
も
だ
と
十
五
夜
の

月
を
見
な
が
ら
お
団
子
や
ま
ん

じ
ゅ
う
を
の
ど
か
に
食
べ
て
い

る
風
景
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
原
因
不
明
の
漏
水
が
発

生
し
、
満
月
の
月
明
か
り
の
中

で
、
女
郎
岬
の
ミ
サ
ゴ
の
滝
手

前
で
漏
水
箇
所
の
修
復
工
事
が

行
わ
れ
て
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日（
木
）
午
前

十
一
時
三
十
分
頃
に
水
道
管
の

漏
水
が
発
生
し
、
断
水
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

中
々
、
漏
水
箇
所
の
特
定
が

で
き
な
い
中
、
夜
を
徹
し
て
の

作
業
が
続
き
、
三
十
日（
金
）

に
岩
部
方
面
の
ミ
サ
ゴ
の
滝
近

く
の
箇
所
に
絞
り
込
み
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
札
幌
方
面
か
ら

の
資
材
の
調
達
な
ど
を
し
、
夕

方
か
ら
現
場
作
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

私
も
午
後
九
時
頃
か
ら
十
時

過
ぎ
ま
で
現
場
で
作
業
を
見
て

お
り
ま
し
た
が
、
建
設
課
の
職

員
は
も
と
よ
り
、
地
元
企
業
並

び
に
町
外
企
業
の
方
々
の
懸
命

な
作
業
に
よ
り
、
十
時
過
ぎ
に

仮
設
工
事
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
給
水
に
向
け
た
泥

抜
き
、
エ
ア
ー
抜
き
作
業
を
経

て
、
三
十
日（
土
）
早
朝
に
通

常
の
給
水
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
り
町
民
の
皆

様
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
改
め
て
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

漏
水
が
発
生
し
て
か
ら
建
設

課
の
職
員
は
昼
夜
を
問
わ
ず
箇

所
の
特
定
や
対
応
に
奔
走
し
、

ま
た
、
地
元
企
業
を
は
じ
め
町

外
の
関
係
企
業
の
皆
様
や
臨
時

給
水
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

函
館
市
企
業
局
、
さ
ら
に
専
門

職
員
を
派
遣
い
た
だ
い
た
函
館

開
発
建
設
部
な
ど
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。蛇

口
を
ひ
ね
る
と「
ジ
ャ
ー
」

と
出
る
水
道
水
、
日
常
に
お
い

て
あ
た
り
前
に
あ
る
も
の
に
改

め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
日
常
の
あ
た
り
前
が
多
く
の

方
々
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
、
私
た
ち
の
命
の
水
と
も
い

え
る
水
道
水
を
大
切
に
守
り
、

皆
様
の
も
と
へ
お
届
け
し
て
ま

い
り
た
い
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。九

月
二
十
六
日（
火
）
に
、

衆
・
参
両
議
員
会
館
を
回
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
地
元
選
出
の
逢

坂
誠
二
衆
議
院
議
員
、
自
民
党

女
性
局
長
に
就
任
し
た
高
橋
は

る
み
参
議
院
議
員
、
総
務
大
臣

政
務
官
に
就
任
し
た
船
橋
利
実

参
議
院
議
員
、
鈴
木
宗
男
参
議

院
議
員
と
お
会
い
す
る
こ
と
が

で
き
、
意
見
交
換
を
す
る
と
と

も
に
、
地
元
の
懸
案
事
項
で
あ

る
白
神
防
災
道
路
の
整
備
促
進
、

水
産
加
工
に
お
け
る
イ
カ
原
料

の
確
保
、
公
共
事
業
促
進
に
伴

う
過
疎
債
の
増
額
な
ど
の
要
請

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
、
九
重
部
屋
、

千
秋
楽
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、

こ
の
度
の
合
宿
の
お
礼
と
来
年

度
の
実
施
を
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、ク
ミ
ア
イ

化
学
工
業
㈱
、
東
京
お
も
ち
ゃ

美
術
館
及
び
日
本
風
力
開
発
株

式
会
社
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

そ
の
中
で
、
ク
ミ
ア
イ
化
学

工
業
㈱
の
高
木
社
長
か
ら
十
月

に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご

寄
付
が
あ
る
旨
の
有
り
難
い
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
は
、

多
田
理
事
長
兼
館
長
と
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
友
好
市
町

で
あ
る
長
野
県
木
曽
町
お
よ
び

長
崎
県
松
浦
市
と
の
友
好
関
係

の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

当
町
に
お
け
る
木
育
の
一
環
と

し
て
、
当
館
が
行
っ
て
い
る
移

動
お
も
ち
ゃ
館
の
実
施
の
可
能

性
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
、
八
月
、
九
月
と
続
い

た
暑
さ
も
、
十
月
に
入
り
朝
晩

涼
し
く
な
り
、
ク
ー
ラ
ー
か
ら

ス
ト
ー
ブ
へ
衣
替
え
し
、
季
節

の
変
化
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【あたりまえの日常に感謝・・・】

町長のしごと日記第９7号
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出 て い く お 金

歳　出

54億9,969万5千円

人件費
691,879千円（12.6％）義

務
的

経

68.4％

普通建設事業
1,737,714千円（31.5％）

維持補修費外
800,013千円
（14.5％）

積立金
136,334千円（2.5％）

費

補助費等
731,443千円（13.3％）

公債費
614,192千円（11.2％）

投資的経費

31.6％

入ってくるお金

令和５年度 上半期財政事情の公表

会計別予算額

一般会計 国民健康保険
特  別  会  計

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定

介護保険特別会計
サービス事業勘定

後期高齢者医療
特 別 会 計

浄 化 槽 整 備
特 別 会 計

国民健康保険診療所
特 別 会 計 水道事業会計

54億9,970万円 7億5,746万円 5億8,121万円 156万円 7,418万円 5,801万円 1億1,404万円 2億2,722万円

令和５年９月末現在

一般会計予算歳入歳出の内訳
各会計予算総額

73億1,338万円
基　　金　　名 現　在　高

財 政 調 整 基 金 1,353,589千円
減 債 基 金 28,022千円
小 笠 原 実 奨 学 基 金 4,061千円
花 田 俊 勝 奨 学 基 金 8,679千円
ふ る さ と 応 援 基 金 100,073千円
ふるさと定住促進住宅基金 66,146千円
人 財 育 成 事 業 基 金 43,052千円
公 共 施 設 維 持 保 全 基 金 111,861千円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 6,114千円
国 民 健 康 保 険 事 業 基 金 188,533千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 94,482千円
合 計 2,004,612千円

種　　　　　類 数量・金額
建 物 66,082㎡
土 地 2,337,838㎡
山 林 12,904,555㎡

立木の推定蓄積量 282,556㎡
出 資 金 等 34,329千円

借　入　先　別 現　在　高
財 政 融 資 資 金（ 財 務 省 ） 4,102,869千円
旧 日 本 郵 政 公 社 49,166千円
地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 687,462千円
銀 行 等 546,336千円
市 町 村 共 済 組 合 ほ か 357,404千円

合　　　　　 計　① 5,743,237千円
上記のうち、国が負担する分
（地方交付税算入）② 3,543,680千円 61.7％

実 質 負 担 額
①－② 2,199,557千円 38.3％

基 金 の 状 況

町有財産の状況

町 債 の 状 況

令和４年度末現在

令和４年度末現在

令和４年度末現在

一 般 会 計
特 別 会 計
水 道 事 業 会 計

4,928,100千円
272,267千円
542,870千円

１年間に使われるお金と町民負担
１ 人 当 た り １世帯当たり

使われるお金
負担する税金

使われるお金
負担する税金

1,578,105円
147,831円

2,870,404円
268,888円

※人口と世帯数は令和５年９月末現在の住民基本台帳による。

世帯数

1,916世帯3,485人

歳　入

54億9,969万5千円

地方交付税
2,127,230千円（38.7％）

国庫支出金
284,967千円（5.2％）

依自
存
財

源

78.3％

その他
604,284千円（11.0％）

使用料及び手数料
72,709千円（1.3％）

町　税
515,190千円（9.4％）

町　債
1,512,003千円（27.5％）

道支出金
260,562千円（4.7％）

地方譲与税等
122,750千円（2.2％）

21.7％

主
財

源

　上半期財政事情は、町民の皆さまに町の財政がどのように運営されているかを広く知っていただくために作
成した資料です。今回は令和５年４月から令和５年９月末現在における予算、町債の状況等を町条例の規定に
基づき公表するものです。

物件費
788,120千円（14.3％）

〔　〕〔　〕33



福島町の 行政評価
（事務事業）の結果を公表します（事務事業）の結果を公表します（事務事業）の結果を公表します

　町ではまちづくり基本条例の規定に基づき行政事務の効率化を図るため、
行政評価（事務事業）を実施しております。
　今年度の評価結果について、福島町行政評価実施要綱第５条の規定に基づ
き公表いたします。

　役場の業務には、福祉・産業・教
育など様々な業務がありますが、行
政評価の対象となる事務事業は、福
島町総合計画後期実施計画に登載さ
れている事業や、行政評価に馴染ま
ない事業などを除き、43 事業となっ
ています。

●評価のポイント
　事務事業の方向性をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの
４段階で評価を行い、事務事業の進め方
や改善、見直しの検討を進めることにな
ります。
●�令和５年度（令和４年度実施）の評価
対象事務事業
　今年度の評価対象の事務事業として、
次の43事業を選定し、評価を行いました。
●外部評価（３次評価）
　総合計画審議会において、町民目線で
事務事業を評価しております。

段階 評　価　の　内　容

Ａ 現状にて事業を継続又は拡充（必要性・有
効性及び達成度・効率性はいずれも高い）

Ｂ 事業の進め方の改善により継続（必要性・
有効性は高いが、達成度・効率性は低い）

Ｃ 事業規模・内容等の見直しの検討（達成度・
効率性は高いが、必要性・有効性は低い）

Ｄ
事業の抜本的見直しを検討（必要性・有効
性及び達成度・効率性はいずれも低い）
廃止、統合、縮小、凍結など

行政評価の目的
●まちづくり基本条例の実践
●総合計画の進捗管理
●�予算運営へのＰＤＣＡサイクルの
導入

直接の目的
◆職員の意識改革
（行政への経営感覚の導入）
（コスト意識、マネジメント意識）
（住民満足度の向上意識の導入）

◆住民への説明責任
（�アカウンタビリティの向上と町民
参加の拡大）

〔　〕〔　〕44



令和５年度（令和４年度決算）事務事業評価結果表
整
理
番
号

所 管 課 名 事　　務　　事　　業　　名

Ｒ５評価点集表 項目別
点　数
評　価

担当課

評　価

２次

評価

３次

評価
必要性・有効性 達成度・効果性 評　価

点数計必要性 有効性 点　数 達成度 効果性 点　数

1 議会事務局 情報公開費 4 2 6 1 2 3 9 A A A A

2 総務課 職員研修費 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

3 総務課 車輌管理費 2 2 4 1 2 3 7 A A A A

4 総務課 交通安全対策費 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

5 総務課 町民運動対策費（青少年ほか） 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

6 総務課 インターネット事業費 4 1 5 1 2 3 8 A A A A

7 総務課 ホームページ管理費 4 1 5 1 1 2 7 A A A A

8 総務課 生活館等管理費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

9 総務課 災害対策費 4 3 7 1 1 2 9 A A A A

10 企画課 町内会連合会助成費 4 3 7 0 2 2 9 A A A A

11 企画課 文書広報費 3 3 6 1 2 3 9 A A A A

12 企画課 ふるさと応援基金運営費 4 3 7 1 2 3 10 A A A A

13 企画課 産業活性化サポート事業費 2 2 4 1 2 3 7 A A A A

14 企画課 町民運動対策費（コミュニティ） 4 3 7 0 2 2 9 A A A A

15 企画課 バス待合所管理費 4 0 4 1 2 3 7 A A A A

16 町民課 戦没者追悼式事業費 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

17 町民課 社会福祉費 3 1 4 1 2 3 7 A A A A

18 町民課 高齢者行事費 2 3 5 1 3 4 9 A A A A

19 町民課 在宅福祉事業費 2 3 5 1 1 2 7 A A A A

20 町民課 吉岡総合センター管理運営費 3 1 4 1 3 4 8 A A A A

21 町民課 学童保育費 4 2 6 1 1 2 8 A A A A

22 町民課 ごみ減量化対策費 5 2 7 0 1 1 8 B B B B

23 福島保育所 保育所費 5 2 7 1 2 3 10 A A A A

24 福祉課 社会福祉総務費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

25 福祉課 重度心身障がい者等タクシー料金助成事業費 4 1 5 1 2 3 8 A A A A

26 福祉課 老人福祉費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

27 福祉課 健康づくり推進費 4 3 7 1 1 2 9 A A A A

28 福祉課 医療対策費（保健衛生総務費） 4 1 5 △ 1 2 1 6 B A A A

29 福祉課 医療対策費（医療対策費） 4 3 7 1 2 3 10 A A A A

30 福祉課 老人保健費 4 3 7 1 2 3 10 A A A A

31 産業課農林係 多面的機能支払交付金事業費 3 2 5 1 1 2 7 A A A A

32 産業課農林係 活性化センター管理運営費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

33 産業課農林係 熊等による被害対策費 5 2 7 1 2 3 10 A A A A

34 産業課水産係 利子補給事業費 5 3 8 1 4 5 13 A A A A

35 産業課水産係 水産加工振興協議会補助費 4 2 6 1 2 3 9 A A A A

36 産業課水産係 水産多面的機能発揮対策事業費 3 2 5 1 1 2 7 A A A A

37 産業課水産係 漁村環境改善総合センター運営費 4 1 5 △ 1 2 1 6 B C C C

38 産業課商工観光係 労働諸費 6 3 9 0 2 2 11 A A A A

39 産業課商工観光係 観光振興費 6 2 8 1 2 3 11 A A A A

40 産業課商工観光係 横綱記念館管理運営費 4 1 5 1 1 2 7 A A A A

41 産業課商工観光係 特産品センター管理費 4 1 5 1 2 3 8 A B B B

42 産業課商工観光係 青函トンネル記念館管理運営費 5 2 7 1 1 2 9 A A A A

43 建設課 街灯料助成事業費 5 2 7 1 1 2 9 A A A A
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▲左から濱舘中泊町長と鳴海福島町長

事
業
概
要
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令
和
５
年
10
月
５
日（
木
）に
青
森
県
中
泊
町
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
濱
舘
豊
光
中
泊
町
長
ほ
か
４
名
が
来

町
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
ほ
か
、
水
産
振
興
、
農

業
振
興
な
ど
の
内
容
に
お
い
て
包
括
連
携
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
た
連
携
に
つ
い
て
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
№
１　
ス
ポ
ー
ツ
交
流

　

両
町
の
小
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
相
撲
大
会

に
参
加
し
、
両
町
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
「
相
撲
」

を
通
し
た
交
流
を
進
め
る
。

●
№
２　
水
産
振
興
に
係
る
相
互
協
力

　

福
島
町
の
ア
ワ
ビ
や
中
泊
町
の
メ
バ
ル
、
そ
の

他
の
水
産
資
源
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
相
互
に
協

力
す
る
。

●
№
３　
農
業
振
興
に
係
る
相
互
協
力

　

田
植
え
や
収
穫
体
験
な
ど
中
泊
産
の
コ
メ
を

使
っ
た
産
業
振
興
策
を
検
討
す
る
。
福
島
町
か
ら

は
名
物
で
あ
る
千
軒
そ
ば
が
中
泊
町
で
生
育
可
能

か
、
技
術
顧
問
と
し
て
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
。

●
№
４　
食
や
観
光
を
通
じ
た
地
域
交
流

　

両
町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る
こ
と
で
、

食
を
き
っ
か
け
と
し
て
津
軽
海
峡
交
流
圏
の
形
成

に
向
け
た
連
携
体
制
を
構
築
し
、
道
南
地
域
と
津

軽
地
域
の
魅
力
の
向
上
や
付
加
価
値
の
創
出
を
図

り
つ
つ
、
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
。

●
№
５　
福
島
町
宿
泊
体
験

　

福
島
商
業
高
校
の
新
潮
学
舎
を
活
用
し
、
福
島

町
の
体
験
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、
学
生
を
対
象
に
学
校

案
内
を
す
る
こ
と
で
福
島
商
業
高
校
の
生
徒
増
に

つ
な
げ
る
。

●
№
６　
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
組

　

中
泊
町
内
で
民
間
企
業
が
行
っ
て
い
る
陸
上
風

力
発
電
事
業
の
ほ
か
、
計
画
進
行
中
の
洋
上
風
力

事
業
や
脱
炭
素
先
行
地
域
の
採
択
に
向
け
た
取
組

を
紹
介
す
る
。

●
№
７　
小
規
模
多
機
能
自
治
形
成
に
資
す
る
取
組

　

各
地
域
が
抱
え
る「
人
口
減
少
」「
少
子
高
齢
化
」

と
い
っ
た
課
題
や
不
満
を
地
域
住
民
が
解
決
し
、

事
例
発
表
を
通
じ
て
全
て
の
地
域
が
問
題
解
決
の

た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
体
制
づ
く
り
を
紹
介
す
る
。

●
№
８　
災
害
時
に
お
け
る
自
治
体
間
連
携

　

両
町
間
の
被
災
地
へ
の
物
資
提
供
や
被
災
者
の

一
時
受
入
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
代
理
受
付
な
ど
、

災
害
時
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
。

№ 事　　　業　　　名 実施場所

１ スポーツ交流 相　互

２ 水産振興に係る相互協力 相　互

３ 農業振興に係る相互協力 相　互

４ 食や観光を通じた地域交流 相　互

５ 福島町宿泊体験 福島町

６ 脱炭素社会実現に向けた取組 中泊町

７ 小規模多機能自治形成に資する取組 中泊町

８ 災害時における自治体間連携 相　互

青
森
県
中
泊
町
と

青
森
県
中
泊
町
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

包
括
連
携
協
定
を
締
結

青
森
県
中
泊
町
と

青
森
県
中
泊
町
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

包
括
連
携
協
定
を
締
結

青
森
県
中
泊
町
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結



高齢者等屋根雪下し及び
� 除排雪費用助成事業のお知らせ
　町では、屋根雪下し費用及び家屋周辺の除排雪費用
の助成を実施します。

１　期　　間　　令和６年３月31日（日）まで
２　対象世帯

お問い合わせ先 町民課町民係　　☎４７－４６８１

区　　分 屋根雪下し費用及び運搬費用 家屋周辺の除排雪費用

対 象 世 帯
①65歳以上の高齢者のみの世帯
②心身障がい者のみの世帯
③介護サービス受給者のみの世帯
④母子家庭世帯

①70歳以上の高齢者のみの世帯
②心身障がい者のみの世帯
③介護サービス受給者のみの世帯
④母子家庭世帯

助　成　率 支払額の80％ 支払額の80％

助成限度額 雪下ろし費用　32,000円
運搬費用　　　64,000円 32,000円

助 成 回 数 １回 限度額内

作　業　者 登録業者のみ 登録業者及び個人

３　対象とならない世帯
　・町税などの滞納がある世帯

４　申込み先・お問い合わせ先
　�　申請書は役場町民課窓口にあります。不明な点や相談がありましたら、お気軽にご
連絡ください。

５　注意事項
　�　町では、助成対象者となるか調査し、その結果をお知らせします。
　�　その後、業者を決定しますので、屋根雪下しについては、通知の前に業者等へは絶
対に依頼しないでください。

　　なお、この事業は、費用の助成であり町が除排雪を行う事業ではありません。
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東
　９月23日（土）から２日間、全国の中学生・保護

者に向けた「地域みらい留学合同学校相談会」が

東京都の国立オリンピック記念青少年総合センタ

ーで開催されました。

　これは、（一財）地域教育魅力化プラットフォ

ームの主催で、福島商業高校１年の吉井煌陽さん、

笠井紗羽さんの２名と教職員が参加しました。

　２日間で17組の中学生・保護者が福島商業高校について相談に訪れ、授業内容や新潮学舎の

生活について、興味を持って質問していました。

　今回福島商業高校から参加した生徒２名は、いずれも道外から入学した生徒のため、福島商

業高校を選んだ理由や、新潮学舎での生活などを中学生・保護者に楽しく説明していました。

京で福島商業高校をＰＲ

福
　９月15日（金）から２日間、札幌市で「北海道高

等学校商業教育フェア」が行われ、福島商業高校

の生徒６名が参加しました。

　スルメや珍味、あわびカレーなど福島町の特産

品を販売し、生徒は商品説明や宣伝を行うなど、

接客対応を積極的に学んでいました。

島商業高校が札幌で特産品を販売島商業高校が札幌で特産品を販売

わ

　９月19日（火）、柏稜会（福島町函館工業高等学校同窓会　小松孝

夫会長）より、町と教育委員会に本誌が寄贈されました。

　同会が町民に喜ばれる事業の一環として本誌の作成を計画し、自

費で作成されたものとなっています。

　本誌は、昭和初期時代の文化・宗教・鉱業などの歴史について、

写真をおりまぜながら編集した88ページの冊子となっています。

がふるさとの歴史探訪Ⅱ
� 柏稜会（福島町函工同窓会）で本誌を作成
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福
　10月７日（土）、福島商業高校のオープンキャンパスが

開催されました。今年は町内・近隣町の他に、道内から

札幌市や恵庭市など５市２町、道外から東京都など８都

府県から中学生・保護者27組が参加しました。

　参加した中学生は福島商業高校の生徒と一緒にポップ

作成の授業や、校内販売会に向けたレジ打ち練習、接客

練習を体験しました。

　また、オープンキャンパス終了後はドローンサッカー

の操作体験や福島町青少年交流センターを見学しました。

　兵庫県からの参加者は「非常に楽しく充実したオープ

ンキャンパスでした」と話していました。

開会式の様子

新潮学舎見学の様子

島島商業高校オープンキャンパス開催商業高校オープンキャンパス開催

小笠原内科消化器科クリニック
医師　小笠原　実（院長）

〒049-1454　松前郡福島町字館崎350番地27　TEL：0139-48-5231　FAX：0139-48-5232
○内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・皮膚科

＊第２、第４土曜日は休診
＊受付時間は 8：30～12：00
　　　　　　13：30～16：30

診療時間 月 火 水 木 金 土
8：30～ 12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14：00～ 16：30 ○ ○ 訪問診療 ○ ○
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町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会
1010
月
会
議

月
会
議

〔　〕〔　〕1010

　
10
月
13
日（
金
）、
町
議
会
定
例
会
10
月
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
行
政
報
告
の
ほ
か
議
案
２
件
、
同
意

１
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

☆
　
条
例
の
一
部
改
正

●�

福
島
町
総
合
計
画
の
策
定
と
運
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

実
施
計
画
の
運
用
に
つ
い
て
、
重
点
お
よ
び
大

型
事
業
な
ど
政
策
的
な
事
業
に
力
点
を
置
く
こ
と

で
事
務
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

☆　
補
正
予
算

●
令
和
５
年
度
福
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
６

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
55
憶
１
０
７
５
万
５
千
円
に
補
正
し
ま
し
た
。

☆　
同
意

●
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

小
鹿　

一
彦
さ
ん
（
現
総
務
課
財
政
係
長
）
の

選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
５
年
10

月
21
日
か
ら
令
和
９
年

10
月
20
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

　

町
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　

）
内
は
前
課
と
職
名
と
な
り
ま
す
。

坂　

本　

菜　

緒
（
９
月
30
日
付
）

（
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係
兼
福
祉
係
）

森　

永　

智　

士
（
10
月
６
日
付
）

（
総
務
課
総
務
防
災
係
）

一
般
家
庭
防
火
査
察

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
時
期

と
な
り
、
消
防
署
で
は
例
年
ど
お
り
一
般
家
庭
防

火
査
察
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
消
防
署
員
が
立
ち

寄
り
の
際
は
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

11
月
１
日（
水
）～
12
月
８
日（
金
）ま
で

■
実
施
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
実
施
地
区

　

日
向
１
～
３
、
月
崎
１
・
２

　

塩
釜
、
浦
和
、
岩
部
、
千
軒

　

三
岳
１
・
２
、
館
古
、
桧
倉

■
調
査
項
目

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と
作
動
状
況
の
確

認
。
消
火
器
の
設
置
状
況
な
ど
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
消
防
署　

☎
47

－

２
１
１
９

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

①
主
な
原
因
は
調
理
者
か
ら
食
品
へ
の
汚
染
で
す

・�

日
頃
か
ら
健
康
状
態
に
注
意
し
、
症
状
が
あ
る

と
き
は
、
食
品
を
直
接
取
扱
う
作
業
を
行
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

症
状
が
な
く
て
も
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
手
洗
い
な
ど

の
衛
生
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

②�

調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
は
、
手
指
の
洗
浄
・
消

毒
を
行
い
ま
し
ょ
う

・�

手
洗
い
の
際
は
石
け
ん
を
使
用
し
、
汚
れ
の
残

り
や
す
い
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③�

食
品
の
「
加
熱
」、
調
理
器
具
の
「 

消
毒
」
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

・�

食
品
は
中
心
部
が
85
～
90
℃
、
90
秒
以
上
の
加

熱
調
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩
素
系
消
毒
剤
な
ど
で 

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
渡
島
保
健
所
生
活
衛
生
課
食
品
保
健
係

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
５
５
２

年
末
調
整
手
続
の
電
子
化
に
つ
い
て

　

年
末
調
整
の
際
に
従
業
員
が
作
成
し
て
勤
務
先

に
提
出
す
る
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
な
ど
の
書

類
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
か
ら
デ
ー
タ
に
よ
り
提

退 

職 

者



町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。

☆入札結果（９月２８日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事（業務・物品） 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

桧倉橋外橋梁補修工事 株式会社　石岡組 27,973,000 27,280,000 R6.  2. 29

普通河川茂山川外河道整備工事 安岡建設工業　株式会社 25,542,000 24,860,000 R6.  2. 29

白符ふれあいセンター解体工事 有限会社　創拓建設 8,580,000 8,316,000 R6.  1. 31
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出
（
提
供
）
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

国
税
庁
で
は
、
控
除
証
明
書
デ
ー
タ
を
利
用
し

て
簡
単
に
保
険
料
控
除
申
告
書
な
ど
の
電
子
デ
ー

タ
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
年
末
調
整
控
除

申
告
書
作
成
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」（
通
称
「
年
調

ソ
フ
ト
」）
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
年

末
調
整
手
続
の
電
子
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
税
務
署　

☎
０
１
３
８

－

31

－

３
１
７
１

令
和
５
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

自
衛
隊
で
は
、
次
の
日
程
で
自
衛
官
の
採
用
試

験
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■�

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
）
及
び
自
衛
官
候
補

生
（
陸
・
海
・
空
）

●
資
格

　

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
、18
歳
か
ら
32
歳
の
方

●
受
付
期
間

　

令
和
５
年
11
月
30
日（
木
）ま
で
（
自
衛
官
候
補

生
は
、
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

●
試
験
期
日

　

令
和
５
年
12
月
９
日（
土
）～
14
日（
木
）

※�

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
（
自
衛
官
候
補
生
は
、
令

和
６
年
３
月
ま
で
毎
月
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
）

●
身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員

●
俸
給

　

初
任
給
18
万
４
３
０
０
円
（
令
和
５
年
４
月
現

在　

一
般
曹
候
補
生
）

●
賞
与
　　
年
２
回

●
休
日

　

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
次
休
暇
、
特
別
休
暇

（
年
末
年
始
、
夏
季
休
暇
他
）

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間

　

令
和
６
年
１
月
５
日（
金
）ま
で

●
試
験
期
日

・
１
次
試
験

　

令
和
６
年
１
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
（
筆
記
試
験
及
び
作
文
）

・
２
次
試
験

　

令
和
６
年
１
月
25
日（
木
）～
28
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
）

●
身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

※
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
手
当

　

生
徒
手
当
（
月
額
）
10
万
６
９
０
０
円
及
び
期

末
手
当
年
２
回
（
６
月
・
12
月
）

●
休
日

　

週
休
２
日
制
、祝
日
、、特
別
休
暇（
年
末
年
始
等
）

●
衣
食
住

　

宿
舎
無
料
、
食
事
・
被
服
類
・
寝
具
に
つ
い
て

は
、
支
給
又
は
貸
与

■
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
松
前
地
域
事
務
所

又
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
松
前
地
域
事
務
所　

　

☎
42

－

３
７
７
４

・
担
当
：
塩
澤�

☎
０
８
０

－

４
４
０
５

－

９
１
８
６

・
担
当
：
友
安�

☎
０
８
０

－

４
４
０
５

－

９
６
９
５

　

総
務
課
総
務
防
災
係　

　

☎
47

－

３
０
０
１



お問い合わせ先 町民課　年金係 ☎４７－４６８１

国国 のお知らせ民民 年年 金金
離婚時の年金分割制度のお知らせ

年金分割のイメージ

年金分割の方法（２種類）

　離婚した場合、お二人の婚姻期間中の厚生年金を分割して、それぞれ自分の年金とするこ
とができます。
　離婚後２年以内　の手続きを行っていただく必要があるので、お早めにお近くの年金事務
所へご相談ください。
※�年金分割割合を定める調停等の長期化により離婚後２年を経過した場合は、調停等の成立日から６カ月
以内であれば手続き可能です。

　サラリーマンなどが加入する厚生年金は、給与などの報酬の額に応じて保険料を納付し、
報酬額の記録に応じて厚生年金が支払われます。年金分割が行われると婚姻期間中について、
厚生年金の支給額の計算のもととなる報酬額の記録が分割されることにより、年金額を二人
で分割できます。
　【例：夫の扶養に入っていて専業主婦だった方の場合（厚生年金）】

　※いずれの場合も、原則として離婚後２年以内に手続きを行うことが必要です。
①合意分割
　・二人からの請求により、年金を分割できます。
　・年金分割の割合は、二人の合意、または裁判手続きによって決定されます。
②３号分割
　・�サラリーマンの妻である専業主婦の方など、国民年金第３号被保険者であった方からの

請求により、年金を分割できます。
　・年金分割の割合は、２分の１です。
　・平成20年４月以降の第３号被保険者期間中の報酬額が分割の対象です。

離婚前 離婚後

報酬額の記録 報酬額の記録

報酬額の記録

⇒報酬額に応じた年金額を支給 →分割された年金額を支給

→分割された年金額を支給

報酬額の記録なし
⇒厚生年金は支給なし

夫

妻

※
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令和６年度新入園児・学童を募集します！令和６年度新入園児・学童を募集します！
認定こども園福島保育所

福 島 学 童 保 育

　福島学童保育では、令和６年度に入所を希望する学童を次のとおり募集します。
　※現在入所している児童も提出が必要です。

　認定こども園福島保育所では、令和６年度に新規入所を希望する児童を、次のとおり募
集します。（現在入所している児童については、申込みは必要ありません）

●認定こども園福島保育所　●福島学童保育

令和６年度新入園児・学童を募集します！

 募集期間
　11月１日（水）受付開始
　11月30日（木）受付終了

 募集対象
　①保育部門
　　�０歳児（11ヶ月以上）から５歳児で、

保護者が就労など「保育に欠ける」条件
を備えている児童が対象です。

　②教育部門
　　�３歳児（４月１日現在の満年齢）から　

５歳児までの児童が対象です。
　　「保育を必要とする」等の条件は不要です。

 入所定員
　①保育部門　40名
　②教育部門　20名

 募集期間
　11月１日（水）受付開始

 募集対象
　�小学校６年生までの児童で、保護者が就労等によ
り放課後における保育に欠ける児童が対象です。

 入所定員
　30名

 保 育 料
　無料

 保 育 料　無料

 保育時間
　①保育部門
　　⑴午前８時から午後４時まで
　　⑵午前７時30分から午後６時30分まで
　②教育部門
　　午前８時から午後１時まで
　　※�急用等により預かり保育が必要な場合

は、午後４時まで保育します

 お申込み・お問い合わせ先
　福 島 保 育 所　☎47－3440
　町民課町民係　☎47－4681

　※�入所申請時に必要な書類は福島保育所、
役場および吉岡支所にあります。

 保育時間
　◆学校の授業がある日
　　放課後から午後６時まで
　◆夏休み・冬休みなど
　　午前８時から午後６時まで

 お申込み・お問い合わせ先
　町民課町民係　☎47－4681
　※�入所申請時に必要な書類は、

役場および吉岡支所にありま
す。
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診療所だより診療所だより
『インフルエンザの予防について』『インフルエンザの予防について』

～やまゆりの風～～やまゆりの風～

・�手指についたウィルスを除去するため石けんで手洗いをしましょう。
その後にアルコール消毒をすると予防効果が高まります。

・�栄養バランスの取れた食事と、十分な睡眠をとることで、
体の免疫力を高めることができます。

・�インフルエンザ流行前（10月～12月）に接種すると効果的です。
　�接種後、抗体ができるまでに２週間程度かかり、効果は約５カ月程度持続すると言われています。
発症の可能性を減らすことができ、また重症化を予防することが期待できますので、ワクチン接
種をしましょう。

こまめな手洗いを！

バランスの取れた食事と睡眠

ワクチン接種をしましょう！

室内の湿度を保ちましょう！

1

３

４

２
・�空気が乾燥すると、のど粘膜の防御機能が低下しインフルエンザにかかりやすくなります。
加湿器などを使用し、湿度を50～60％に保ちましょう。

３日以内に37.0℃以上の発熱または、風邪症状（喉の痛み・鼻水・鼻づまり・咳・関節痛・
頭痛など）のある方は、来院される前に電話でご連絡をお願いします。

　当院では一日の接種人数を制限しています。
　接種を希望される方は、事前に電話または当院窓口でご予約をお願いします。

やまゆりクリニックからのお願い

　インフルエンザは、かかっている人のくしゃみや咳で出るしぶきを吸い込む事による「飛沫感染」
　や、しぶき等がついたドアノブなどを手で触り、その手で口や鼻に触れることによる「接触感染」
　によって感染します。感染すると38度以上の急な発熱、頭痛や関節痛、筋肉痛などの症状が出ます。

予防方法

＊インフルエンザワクチン接種を開始しています＊

〔　〕〔　〕1414



海峡横綱ビーチからのお知らせ海峡横綱ビーチからのお知らせ海峡横綱ビーチからのお知らせ海峡横綱ビーチからのお知らせ海峡横綱ビーチからのお知らせ海峡横綱ビーチからのお知らせ
「センターハウス」「駐車場」の利用は11月30日（木）までです

（12月1日（金）から利用できなくなります）

▼入賞作品

☆ルールを守って、利用しましよう！

一、ペットの散歩� ダメ！

一、ゴミのポイ捨て� ダメ！

一、魚釣り� ダメ！

一、火気の使用� ダメ！

　福島消防署では毎年秋の火災予防運動の一環として、町内の小中学生及び高校生を対象
とした防火書道コンクールを開催しており、今年で51回目の開催となります。
　今回は114点の応募があり、10月11日（水）に福島町福祉センターで審査会が行われました。
特選以上の入賞作品につきましては、道南うみ街信用金庫福島支店、福祉センター、福島
郵便局に掲示します。入賞者は次のとおりです。

◆佳作
　中嶋みなみ（福島商業１年）
　新山　　菫（福島中３年）
　渋谷　碧唯（福島小６年）
　吉田　陽葵（福島小４年）

◆特撰
　水澤　　凜（福島商業３年）
　水澤　柚芽（福島商業１年）
　木村　恭太（福島中３年）
　野坂　花音（福島中２年）
　角谷　琉唯（福島中１年）
　村田　絢音（福島小５年）
　新山　芽依（吉岡小４年）
　村田　奏音（福島小３年）
　岡　咲有美（福島小１年）

◆最優秀賞
　小熊　徠華（福島中２年）

◆優秀賞
　髙橋　紗英（福島商業３年）
　安田　　華（福島中２年）
　村田　稀生（福島小５年）
　馬躰　希咲（福島小４年）
　小熊　瑛菜（福島小１年）

やってはいけないこと！

第51回防火書道コンクール

入賞者
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 22 22 23 24 25
26 27 28 29 30

＊11月総合体育館カレンダー＊ ＊11月パークゴルフ場カレンダー＊

＊８日以降は閉場期間となります

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 22 22 23 24 25
26 27 28 29 30

●
11
月
の
行
事

第24回　町長杯争奪パークゴルフ大会

福祉センター図書室インターンシップ実施しました

　10月７日（土）、パークゴルフ場において、『第24回町長杯争奪パークゴルフ大会』が
開催されました。渡島西部四町43名の選手が参加し、町内でのシーズン最後の大会を盛
り上げました。

　10月４日（水）・５日（木）の２日間、福島商業高校
の野坂紗月さんが、福祉センター図書室にて職場体
験を行いました。貸出・返却処理や学級文庫を選ぶ
作業、おすすめの本コーナー作成などを行いました。
　オススメ本コーナーは図書室前廊下に展示してい
ます。
　ぜひ、お立ち寄りください。

◇
福
島
町
民
文
化
祭

　
期
日�

11
月
11
日（
土
）

�

12
日（
日
）

※�

11
月
８
日（
水
）を
も
っ

て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

閉
場
と
な
り
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
も
残
り
わ
ず

か
で
す
が
、
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　男子の部　　　　　　　　　　　女子の部
１位　手塚　雅通（木古内町）　　１位　野登谷　道子（松前町）
２位　山内　幹也（福島町）　　　２位　花田　真喜子（福島町）
３位　山本　賢一（福島町）　　　３位　吉田　真里子（福島町）
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図書室ＮＥＷＳ
～２０２３.１１月号～

福祉センター図書室　☎0139－47－3046
ＨＰ：https://www.lib-eye.net/fukushima_town_library/
◆貸出冊数・期限：１人10冊まで、２週間貸出可能
◆休 館 日：毎週日曜日・火曜日/祝日/年末年始（12/30～1/5）

　11月11日（土）・12日(日）、福島町民文化祭と同日開催で第16回・図書室フェスティバルを開催します。
古本まつりや図書室で遊ぼう！をはじめ、図書室サポーターによるバザー・ミニゲームコーナーを実施します。
11日（土）の図書室で遊ぼう！『手芸を楽しもう！』ではフェルトを使いミニマスコットづくりを行います。
また、12日(日）は、森町より押し花インストラクターの講師をお招きし『押し花
講座』を開催します。『押し花講座』の詳細は回覧チラシ・図書室HPからご確認
ください。
※11月13日（月）は図書室整理のため、臨時休室になります。

～おすすめの１冊～

今月のイベント

～図書室フェスティバル開催のお知らせ～

　函館中部高校同窓会「白楊会」様からの寄贈により、新
しく33冊の図書を受け入れいたしました。心より感謝を
申し上げます。

📖北の縄文さんぽ/種田　梓
📖ゴールデンカムイ　１巻～31巻/野田サトル
📖おもしろい！進化のふしぎ　とことんざんねんないきもの事典/今泉忠明

　自分を好きになれない小学生のための
本ですが大人が読んでも共感できます。
自分自身で自己肯定感を育んでいくため
のヒントが詰まっています。自信をなく
している子供に寄り添う文章は、心に小
さな自信が芽生えるきっかけを与えてく
れます。

　「どうせ自分なんて」と思う君に、�知っておいてほしいこと
� 名越　康文（著）

＝じどうしょ＝

●どんぐりたいこ

●こっそりなっとうおべんとうの巻

●ほげちゃんとおばけ

●ねこねこがっこう

●マシカクショートショート　開けてはいけない

●うまれたよ！キンギョ

＝一般書・小説＝

●深夜の放送部（中）表に出せないゾッとする話

●犬のかわいいところ大全

●竜ちゃんのばかやろう

●カモナマイハウス

●十戒

●８つの完璧な殺人

㋤ 雨の中で踊れ　現代短編小説ベストコレクション2023

� ほか

ジェリー・マーティン

さ の こ う や

や ぎ た み こ

刈 田 澄 子

黒　 史　 郎

松 沢 陽 士

た っ く ー

キ リ

上　 島　 光

重　 松　 清

夕 木 春 央

ピーター・スワンソン

日本文藝家協会

新刊案内

㋤は吉岡総合センターなごめ～るの新着図書です

◆ 白楊会より図書の寄贈 ◆

①【よ み き か せ の 会】11日（土）11：00～11：30� 図書室
②【図書室で遊ぼう！】11日（土）13：00～14：00
③【ブ ッ ク ス タ ー ト】16日（木）13：30～健康づくりセンター
④【移　 動　 図　 書】21日（火）福小10：00～、吉小13：30～
⑤【Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ フ ェ ア】「北海道×本展」
� 図書室前廊下にて展示しています。～11月30日まで

　11月の開室時間変更と臨時休室の予定をお知らせいた
します。町民の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解
のほどよろしくお願いします。

開室時間変更・臨時閉室のお知らせ

11月11日㈯ ９:00開室～15:00閉室（町民文化祭のため）

11月12日㈰ ９:00開室～15:00閉室（町民文化祭のため）

11月13日㈪ 臨時休室（図書室整理ため）

11月17日㈮ 臨時休室（図書室職員研修会参加のため）
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１ 水

福幼　ALTジャスパー先生と英語で楽しく

	 10:00～　福島幼稚園　　　　

福幼　焼き芋大会	 13:30～　福島幼稚園園庭　　

２ 木

保育　こぐまクラブ～つばめ組

	 10:00～　福島保育所　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

３ 金

文化の日

教　福島町ＰＴＡ連合会研修会

	 9:50～　総合体育館　　　

４ 土

５ 日

６ 月

議　第６次総合計画策定調査特別委員会

	 10:00～　議会議場　　　　　

福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

７ 火 福　認知症カフェ	 13:30～15:00　健康づくりセンター

８ 水
福幼　ちびっこ広場	 10:00～　福島幼稚園　　　　

福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター

９ 木
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　吉岡総合センター　

福　健康料理教室	 10:00～12:00　吉岡総合センター　

10 金
保育　ALT訪問（英語で遊ぼう）

	 10:00～　福島保育所　　　　

11 土

教　福島町民文化祭①	 9:30～　福祉センター　　　

教　よみきかせの会	 11:00～11:30　福祉センター図書室

教　図書室で遊ぼう！	 13:00～14:00　福祉センター図書室

12 日 教　福島町民文化祭②	 9:00～　福祉センター　　　

13 月
総　防災訓練	 11:00～14:30　総合体育館　　　　

総　町表彰式	 18:00～　福祉センター　　　

14 火
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　月崎１町内会館　　

福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター

15 水

16 木

議　経済福祉常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　

保育　ゆりっこ広場（運動保育）

	 10:00～11:30　子育て支援センター

福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30　健康づくりセンター

教　ブックスタート	 13:30～　健康づくりセンター

17 金

福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター

議　議会運営委員会	 13:30～　議員控室　　　　　

議　第３回議会基本条例諮問会議

	 18:00～　議会委員会室　　　

18 土

保育　第49回福島保育所遊戯会

	 9:00～　福島保育所遊戯室　

福　リハビリ教室	 9:00～11:30　健康づくりセンター

福幼　絵本の広場	 9:00～12:00　福島幼稚園　　　　

19 日

20 月

21 火

議　経済福祉常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　

福　認知症カフェ	 10:30～12:00　吉岡温泉　　　　　

教　移動図書	 10:00～　福島小学校　　　　

教　移動図書	 13:30～　吉岡小学校　　　　

町　人権相談・行政相談

	 13:00～15:00　役場　　　　　　　

福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

22 水
保育　福島保育所誕生会	 10:00～　福島保育所　　　　

福　温泉健康相談	 13:30～16:00　吉岡温泉　　　　　

23 木

勤労感謝の日

福幼　収穫感謝祭（祖父母をお招きして）

	 10:00～　福島幼稚園　　　　

24 金 議　経済福祉常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　

25 土

26 日

27 月

福幼　施設訪問	 10:00～　福島幼稚園　　　　

議　第６次総合計画策定調査特別委員会

	 13:00～　議会議場　　　　　

28 火

保育　福島保育所避難訓練（不審者侵入想定）

	 10:00～　福島保育所　　　　

福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る（千軒）　

福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター

29 水 福幼　ちびっこ広場	 10:00～　福島幼稚園　　　　

30 木

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

福幼　聖書と賛美の会（子育て座談会）

	 10:30～　福島幼稚園　　　　

今月の行事予定今月の行事予定11月
November

議 議会事務局 (47)2215

総 総務課（代表） (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 町民課（税務） (47)4683

町 町民課（町民） (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

広域 渡島西部広域事務組合 (47)3511

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -

＊�　各行事について参加を希望される方は、事前に各担当までお問い合わせください。
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ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　令和５年10月16日現在までの寄付金が次のとおりと

なりました。

　ありがとうございました。

令和４年度末時点での基金残高

100,073,000円

寄付受入れ状況

令和４年度 4,147件 56,410,052円

令和５年度 1,561件 20,330,000円

お問い合わせ先 企画課企画係 ☎47−3007

○おたんじょうおめでとう

　　　お名前	 地区名	 保護者

　出生に関する届出はありませんでした

９月22日～10月19日届出分

よろこび・かなしみ

○優良運転者講習（福島町福祉センター）

　11月２日（木）　　午後６時から

○松前町の講習（松前町総合センター）

　11月15日（水）
　　　違反講習…午前10時
　　　優良講習…午後１時
　　　一般講習…午後２時
　　　初回講習…午後３時45分

運転免許更新時講習

○おくやみもうしあげます

　  亡くなった方	 年齢	 地区名

　木村　順市さん� （71歳）　新栄町　
　寺田　清子さん� （86歳）　三岳１　
　三関　好子さん� （57歳）　福島１　
　八戸ふじゑさん� （90歳）　三岳１　
　佐藤マツヱさん� （90歳）　三岳１　
　西川　悦子さん� （82歳）　月崎１　
　大坂　勝美さん� （84歳）　日向１　
　矢野　外記さん� （68歳）　福島２　
　笹森　三郎さん� （86歳）　吉岡２　
　梅岡　清子さん� （97歳）　福島２　

11月温泉の日は
無料開放 !

26日（日）
吉 岡 温 泉 だ よ り

　吉岡温泉送迎バスの点検整備のため、下記の期間、運
行を中止しますので、ご理解とご協力をお願い致します。

年末年始マイナンバーカード関係手続きに係る事前のお知らせ
　例年、年末年始にかけてマイナンバーカードに係る
システムの運用停止があり、役場および吉岡支所での
マイナンバーカードに関する手続きは対応できなくな
ります。
　マイナンバーカードの交付、暗証番号の再設定、転
入時におけるマイナンバーカード関係の手続きが一切
できなくなるため、事前にお知らせいたします。
〈詳しい日程は12月号広報にてお知らせいたします。〉
　町民の方々には大変ご不便をおかけし申し訳ござい
ませんが、ご理解いただけますよう、お願いいたします。

お問い合わせ先 町民課 ☎47−4681

吉岡温泉送迎バス運行中止のお知らせ

運行中止期間：11月７日火～11月10日金
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人口と世帯
 （令和５年９月末現在） 

前月比

人　口 ３，４85 人 －�14 人
男 １，６32 人 －� 4 人
女 １，８53 人 －�10 人

世帯数 １，９16世帯 －� 9世帯

日曜当番医

※診療時間は、午前９時から
　午後３時までです。

11月�５日
� 12日
� 19日
� 26日

やまゆりクリニック
（木古内町国保病院）
（松前町立松前病院）
小笠原クリニック

11月は福島幼稚園

 はな組・ほし組の

� みなさんの作品です。

「ぶどう狩り」
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